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～つながりが支える これからの歩み～ 

 
 
 
 
 
 

 
～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 

No.９１ 

２０２6 年 

３月１４日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

「現地に来るから感じられるものがある」を文字通り実感した能登支援でした。特に仲間、職員か

らの被災時の状況、今の暮らしについて話して頂いた一つ一つの言葉が強く印象に残っています。

「震災で家が潰れた。もう元の生活には戻れないと思っている」「今まであったお店がなくなって、

買い物にいけなくなってしまった。どんどんお店が閉まっている」どれも今の暮らしから出される

率直な言葉でした。「忘れない事が大事」とよく言われますが、きっとあの時語ってくれた表情は忘

れないと思っています。今，自分でできることは何か？事業所に戻っても今後も被災地に思いを

寄せて考えていきたいと思います。  

愛知 ライフサポートゆたか 今治信一郎 

４回目の支援。あすなろぱいんで前回は裂き織りの提

案をしたが職員への提案だった。今回は利用者さんと一

緒に裂き織りに挑戦してみた。思った以上にＳさんは喜ば

れ自分を褒めるように「上手！」と何度も言いながら作業

を繰り返された。また、Mさんがゴム紐の機械を動かす作

業をされていたので驚いた。どのようなきっかけで始め

られたのか気になったが以前ほかの利用者の方がしてい

る姿を憧れの眼差しで見ておられたのだろうと推測され

た。「あすなろぱいん最高！」 

広島 希望のいりぐち 塩沢智   裂き織りに挑戦してみた！ 
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協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 
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今回初めて能登を訪れ、2 年前にニュースで見ていた震災の現

場を訪問していく中で、ある程度瓦礫が片付けられ、道路の舗装

もされてはいるが、現在でも当時の震災の激しさが垣間見える傷

跡を確認し、普段から天災の恐ろしさを意識してはいるつもりだ

ったが、目で見てまじまじと感じさせられることとなった。各施設

でお会いしたスタッフや、職員の方々から震災当時どのような状

況で、それからどのような経過を得て、現在どんな問題を抱えて

いるか、そしてこれからのことを聞いていく中で、いざ自分が同じ

状況に置かれたときに同じ対応ができるか、確信が持てなかった

ことと、能登の方々の力強さに驚かされました。これから仕事を

していく中で、何気なく義務的に行っていた避難訓練も、ただい

つもの事だとこなすのではなく、いつか来る時に備えて少しでも

真剣におこない、こつこつと災害に備えることが大切だと気付く

ことができた。 

              鹿児島 むぎのめケアステーション 平岡慎一朗 

 
３月で現状の支援が終わる寸前に初めて参加させもらった。普段の支援では得られない他県の

職員との交流等含め楽しく過ごすことが出来た。道中復興がまだまだ終わっていないことが実感

することが出来た。主要道路は概ね利用できる状況だが路面状況はひどい箇所が多々見られた。

視察で訪れた事業所の話を聞くと、震災で大変ではあったが前向きなところが多かった。実際に支

援に入った感想としては一部送迎など多少の問題はあったが概ね通常の業務に戻られていると感

じた。沢山の利用者さんや職員さんとふれあったことで得たものは大きかった。常日頃から想定外

のことが起きたとき、何をすべきなのか、何が必要なのか、そのための準備や心構えは、短期的・中

長期的にしなければいけないことはなんなのかを考えるだけではなく実際に行動することの大切

さを学ぶことが出来た。この経験と人との繋がりを大切にしなければならないと感じた。 

                                                埼玉 ふれあいの里・どんぐり 高野秀一 

 

今回、初めて支援に入り、個別支援を中心に担当したが、我々９１クール以前の支援メンバーから 

同じ支援を受けた方から「これまでお手伝いいただいた若者にも非常にお世話になり、大変助かり

ました」と感謝のお言葉をいただき、継続した支援のメンバーの一人として、嬉しく思った。 

東京 東京コロニー 千葉征一 

輪島と言ったら！  朝市でお

魚を吟味中… 充実した支援

のため、まず、腹ごしらえが必

要ですから！ 


